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	報 告 者
	クラブ　　江の島ヨットクラブジュニア
学　年　　中学３年　　　　　　　　氏名　　柳内　航平

	大 会 名
	ＩＯＤＡ　北米選手権

	開 催 地
	メキシコ　バジェデブラボ　

	大 会 期 間
	2012年10月21日～28日

	セールNo
	JPN3275
	最 終 順 位
	55位


	気温、水温、ウエアについて
	朝と夜は冷えるので長袖シャツの上にパーカーを着た。

昼は暖かく、Ｔシャツに短パン、ビーサン。水温は特別冷たくない。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	波は小さく少ない。（湖で周りを山で囲まれている）
午前中は風が無く、午後12時半ぐらいから風速7ｍ程度の風が240～270°の方向から吹いてくる。

これは必ず毎日同じだった。
風のパターン（振れ周期、ブローライン）が一定ではなく、どのようにコースを引くか毎レース難しかった。

	セッティングで注意したこと
	アウトホール・スプリットをレース中に調整するようにした。
風の強弱が少しでも変化すれば、ラフテンションも調整するようにした。

	セーリングで注意したこと
	スタートがとても重要で、最初のブローを取ることを意識した。

コースエンドまでは絶対に行かないようにした。
ブローが抜けてから、どのタイミングで中へ返すタックをするのかが難しく悩んだ。

	海上で練習したこと
	短いすべりでセットを合わせ、ロングを自由に走り、レース海面でのセーリング感覚を養った。

	実際のスベリはどうでしたか？
	レガッタ前半は、スタート後のボートスピードが劣っていると感じた。
後半は修正し良い走りができたので、劣っているとは感じなくなった。

	スタートは、どうでしたか？
	スタート前に自艇の風下にルームを作っても、スタート後に詰められることが多く苦しかった。
また、毎スタートで、ゼネリコ後にブラック旗でのスタートとなる場合が多く、その時のラインが全体的に低く感じたが、自分を信じてラインを上げることがレガッタ前半はできなかった。

	コース戦略はどうでしたか？
	１マークまでの上りは、スタートで前に出て早くブローインしてからタックを返しブローを探して片海面のみを使って走ると早かった。が、３マークからフィニッシュまでの攻略ができず、順位を落とした。

	自分より上位の選手との違いは？
	スタートの上手さ、加速、ボートスピード、早くブローインできる位置から出る判断などの視界の広さ。近くのブロー、コース全体の大きいブロー、左右から来るブローなど、コース全体の把握ができている。

	国内の練習で役立ったこと
	フリーのコース取り。チームレースの戦略。

	国内の練習で足りなかったこと
	狭いスタートラインで、艇が密集した状態でのスタートとスタート後の加速練習。
スタート後に一番早くブローを掴む練習。

	印象に残った外国選手は？
	ＳＩＮ１１９　SAMUEL JIUN JIE NEO選手
１マークまでの残り１/３の走りが上手い。ブロー見極め、予測し、コースを引いていた。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	海外選手との会話力が上がった。メキシコの文化に触れ、様々な国の選手達と交流ができ、特にアルゼンチンとブラジルの選手達はとてもフレンドリーで楽しく、仲良くなることができた。そうしたことから自分の海外（南米の国）に対する価値観が少し変わった。

	今後の課題と目標は？
	Ｏｐ級のヨットで学んだこと（コースの引き方等）を、体力もつけて他の艇種でも生かせるようにする。
今後の目標　：　国体での優勝

	JODAへの要望
	

	その他
	みなさん、応援ありがとうございました。


